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動力耕転機の所要馬力に就いて

土 ，屋 功 ， 位

(山形大学 農学部農業工学研究室)

Masanori TSUCHIYA Ou the reguircd pow日rof Japanese motor tillers. 

(1 ) 近時動力耕転機は，草作地帯の裏作奨励と相侠って各地で使用される様にたり，その実用性に就

いて疑ふものは殆んどなくなって来た.然し動力耕転機は未だ完成されたものでなく，より実用度の高

いものへと努力を重ねて居る現況で，その方向としては 1機で各種の作業を行い得る万能型とか，中

耕除草等を考慮 しての超小型とか，耕転の能率を高める大型とかに怠って居る.庄内地方で現在使用さ

れて居るものは，ガ戸デントラクターは無く，全部耕転機の標準型と見 られる，クランク型，スクリユ

ー型， ローグり{型である.之等に就いては，数回の性能試験を行って来たので，本文はその中の所要

馬力に就いてまとめたものである.

(2) 動力制転機の所要馬力は，始めの頃は耕深も小さい震に1.5HP位で間に合うものもあった.然

し機械耕は浅いと云う批判に応えて， 途次改良せられた結果，現在は 4~5 寸の耕深が普通となり，耕

土を深くする震に耕転機をと使用すると云う声も聞かれる様になって来た.此の様な改良の結果は，耕転

機の所要馬力を増大せしめ， 5~GHP の発動機を搭載するのが常識になって居る.

(3、昭和25年 4月.山形大学農学部圃場で行っ?と，動力耕転機性能試験は，発動機の代りに 5HPの

電動機ど使用し，入力より所要馬力を求めたものであるがs その成績を第 1表に示す.試験圃場は砂質

壌土である.

昭和26年4月，同じく農学部固

場で行った動力耕転機性能試験は

自記ワットメ}ターを使用し，電

動機も出力の余裕を考えて 7.5

HPを塔載 して行ったもので，そ

の成績を第 2表に示す.

(4) 3項の試験成績は，所妥馬

力 3.5HPは{際件の良い土地に於

ける最低値とも云うべ く，5HPの

発動機が必要た事を示して居る .

更K粘土質の土壌に於て，此の程

度の耕深主主に耕転速度にで作業す

や

第 1表 ，

|耕深 Clll I蹴 m/川 inI 

グラシグ担(秋 山 式) I 13.7 22.3 
スグリユー型(-t!i川式) I '12.3 23.5 
ロータ リー摺(久保図式)I 11.8 16.0 

第2表

所要馬力

3.8 
3.2 
3.ラ

i搬 Cn1 態度m/lui川所要馬力

グラシグ型(秋山式) 1， 13.34 I 22.6 4部

11 成瀬式) I 12.43 21.7 4，27 
11 三 窓式) I 12.23 18.2 3.35 

スグリユー型(古川式) I 12.93 15.0 3.89 

ロ-f;I 9 -型(久保問式) i 11.15 25.0 6.73 
(竹下式 10.84 24.0 4.53 



土屋一一動力~陪機の所要馬力に就いて 23 

る篤には，ー!奇大きな馬力を必要とする事は云うまでもない.

三たに之等の関係に就いて試I~食した 1 例を示す. (土屋，小松:動力耕転機の型式別負荷特性 一農機学会

言事印刷中)

機種ークランク型土質ー砂質壌土

試験方法は 7.5HPの電動機を使用し，堆肥を撒布'じない水間を，.zp起法で耕転せしめ，耕続:並に耕

転速度をj泊宜変更して，夫k の所要馬力を， 自記ペフットメ 戸グ』の記録より求めたものである.夫等の

成績を整理したのが次の図でるる.
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此の図より所要馬力は，耕深，耕転速度に依って如何に大きな影響を受けるかが知られる.叉動力耕

転機の籾1・深が，一般に 4~5 寸になって居るのを考えれば，耕転機の能率を 1 時間 1 反歩以下に止めて

耕転速度を 20m/illlu.以下に制限するのが合理的である事も知られる.さ もなければ、図で見る様に，所

要馬力は急;激に増加し，その儒に機械の製作費が高くなり，日本の一般農家にとって，之等の耕転機を

採用する事は，主主A 困難になって来るのである.

Summary 

1) Rccently J apancse motor tillers has COllle to be used in various uistric旬 ofJapan， a也d'
the depth of tilling of rice fielus has b巴endeep巴rgradually， conscquevt1y at present time， the 
depth are rcquired 10-15cin. 

2) Th日1'equired.powers of lllotor ti1le1's are Influenc白dby strucGlll'e anu characters of soils， 
depth of tilling and tilling speed. Th巴 w1'it巴l' shower! In graph au ex~mple of thes日1'elations

with c1'ank typeu llloto1' tiller. Frolll the graph， w巴 ackuowledgethat the powe1' inc1'ease remarkably 

at ll101'e 七~hau 20m/min. iu speed， aud therefore it will be r1ifficult that general farmers ()f Japan 
buy such the highe1' p1'iced mヰロhin巴1'y.

80 iむwilLbe llloderate that work efficiency of motor ti1lers should he under 1 Oares ('~A tan) 

at 1 hour anc1 the required power lilllited at 5-6HP. 
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